
愛知回復期リハビリテーションの会 

 

看護師介護士・セラピスト合同研修 2025 
2025年 10月吉日 

 

愛知回復期リハビリテーションの会の、看護介護の会、セラピストマネジャー委員会の合同に

て、以下の研修を企画しています。 

回復期リハビリテーション病棟における看護師介護士とセラピストの相互理解を深め、質の高

いチームアプローチを実現することを、目的としています。 

本研修は、回復期リハビリテーション病棟協会が毎年開催している「自立支援に向けたチー

ムアプローチ研修」の形式を踏襲しています。看護師介護士とセラピストの専門性を学び、同

職種での事例検討を行った後、職種混合でディスカッションを行うことで、チームアプローチ

の手がかりを得ることを目的としています。愛知の中で、全国開催と同様の研修に参加できる

機会ですので、奮ってご参加ください。 

 

●日時:令和 7年 12月 6日(土) 9：20受付開始 9:50 開会 15:00閉会 

 

●方法:リモート形式 

(参加には参加者 1名に Zoomが可能な 1台の PC or スマートフォンが必要です) 

※ハウリングの原因となりますので参加する場所も同一とならないようにしてください。 

 

●対象:看護師、介護士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士の先着 60名程度を予定 

経験年数は問いません 

(各施設から何名の参加でも構いませんが、原則として看護師介護士とセラピストのペアで参

加をお願いします) 

 

●参加費:3000円/参加者 1 人(手数料は振込者負担) 

参加費は令和７年 11月 30 日までに振り込みをお願いします 

病院単位での振り込みでも構いません 

振込先：百五銀行 中村支店 普通 口座番号:147140 

口座名義:愛知回復期リハビリテーションの会 セラピストマネジャー委員会 

※例年、振り込みの金額の間違え等あります。お間違えの無いようお願いします。 

 

●申し込み方法 

※注意事項:各参加者のメールアドレスが必要になりますので個人で申し込みとなります。 



(申し込みフォーム)   

https://forms.gle/YALSKdzELdywdVnz7 

                          

右 QR コードよりお申込みをして下さい。 

 

受付が済みましたら返信メールが送信されます。 

返信がない場合はお問い合わせください。 

 

(申し込み締め切り)  令和 7 年 11月 17 日(月) 

 

問い合わせ先  研修会事務局 aichi.kaireha@gmail.com 
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【研修テーマ】 

“している ADL”と“できる ADL”の理解を深め、 

その人らしい生活に向けた協働（実践）につなげよう 

 

日時：2025 年 12 月 6 日（土）9：50～15：00 

 

プログラム 

9：50～（60 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10：50～11:40 

（50 分） 

 

 

 

 

11：40～12：30 

（50 分） 

 

 

12：30～14:20 

（110 分） 

 

 

開会 （5 分） 

講演・実践報告 

１）講義① （15 分） 

 「回復期リハビリテーション病棟における看護師の専門性」 

２）講義② （15 分） 

 「回復期リハビリテーション病棟におけるセラピストの専門性」 

３）実践報告①（10 分） 

   さくら総合病院 

４）実践報告②（10 分） 

   三九朗病院 

 

 

同職種グループワーク 

・事例説明(5 分) 

・職種別にチーム目標を考え、その目標に対し自職種ができることを考える 

・他職種に何を求めるかを考える 

 

昼食 

多職種グループワーク 

・それぞれの職種から提案されたチーム目標をもとに、グループごとに多職

種でチーム目標を考える。 

 

・チーム目標に対し、自職種にできること、多職種に求めることを伝え合

い、具体的なより良いアプローチ方法を検討する 

 

 

 



 

 

14：20～14：50 

（30 分） 

 

14：50～14：55 

 

14：55～15：00 

 

・グループワーク報告会（質疑応答含む） 

 

 

事務連絡 

 

看護・介護委員長、セラマネ委員長 総括・閉会の挨拶 

 


